
川
内
原
発
再
稼
働
の
動
き

鹿
児
島
県
薩
摩
川
内
原

発
を
再
稼
働
さ
せ
る
動
き

が
進
ん
で
い
ま
す
。

一
月
七
日
、
伊
藤
祐
一
郎

鹿
児
島
県
知
事
は
九
州
電

力
「
川
内
原
発
」
の
再
稼
働

に
同
意
す
る
考
え
を
記
者

会
見
で
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
反
対
す
る
約
四
〇
〇
人

が
庁
舎
や
県
議
会
棟
に
押

し
か
け
る
な
か
、「
状
況
を

勘
案
し
再
稼
働
は
や
む
を

え
な
い
」
と
し
、
「
国
が
責

任
を
持
つ
と
約
束
し
た
。
規

制
委
員
会
の
審
査
が
通
っ

た
。
川
内
市
、
市
議
会
、
県

議
会
の
同
意
が
得
ら
れ
た
」

と
理
由
を
あ
げ
ま
し
た
。
し

か
し
田
中
俊
一
原
子
力
規

制
委
員
長
が
「
審
査
に
通
っ

た
か
ら
安
全
、
と
言
う
わ
け

で
は
な
い
」
と
発
言
し
、
三

〇
㌔
圏
内
市
町
村
の
住
民

避
難
計
画
に
つ
い
て
も
、
国

が
ほ
と
ん
ど
関
与
せ
ず
、
そ

の
立
案
の
見
通
し
も
な
い

《天恵の海》
２０１５（平成２７）年

１ 月１５日

第１５０号
編集事務局 S.Oshida

ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636

三陸の海を放射能から守る

岩手の会（略称）三陸の海・岩手の会

郵便振替 02240-5-102650

ホームページ《再処理／岩手の環境》
http://sanriku.my.coocan.jp/
《本紙の全バックナンバー掲載》

泊
原
発
が
停
止
し
て
以
来
、
大
飯
原
発
稼
働
と
い
う
中
断

も
あ
っ
た
が
、
日
本
の
原
発
は
既
に
五
四
二
日
の
稼
働
ゼ
ロ

日
を
記
録
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
停
電
も
な
く
電
力
は
安

定
供
給
さ
れ
、
原
発
は
ベ
ー
ス
ロ
ー
ド
電
源
で
は
な
い
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

溜
ま
り
に
溜
ま
っ
た
使
用
済

み
核
燃
料
は
、
こ
の
「
原
発
稼
働
ゼ
ロ
日
」
の
連
続
に
よ
り
、

少
な
く
と
も
放
射
能
は
減
衰
に
向
か
い
、
崩
壊
熱
も
下
降
し

始
め
ま
し
た
。

安
倍
内
閣
と
電
力
会
社
は
、
国
政
選
挙
で

争
点
化
を
避
け
な
が
ら
、
し
ゃ
に
む
に
原
発
を
再
稼
働
さ
せ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
安
全
と
は
逆
向
き
の
施
策
で
す
。

『九州電力は、川内原発再稼働の

前に住民に説明し、同意を得よ！』
「ストップ再稼働！３．１１鹿児

島県実行委員会」は署名活動を提

起しました。

◇３０㌔圏内９自治体で説明会を

開催せよ。◇９自治体議会で決議

を。◇３０㌔圏外でも要望があれ

ば説明会を開催せよ。
署名用紙は「ストップ再稼働！３．１

１実行委員会事務局」に連絡を。

〒892-0873 鹿児島市下田町 292-1

電話 099-248-5455

info@nanpou.com
◎３月２日九電へ提出。

（２月２３まで事務局へ）



ま
ま
の
同
県
知
事
の
同
意

は
無
責
任
で
あ
る
と
い
う

批
判
が
巻
き
起
こ
っ
て
い

ま
す
。

疑
問
だ
ら
け
の
適
合
審
査

一
昨
年
の
七
月
に
原
子

力
規
制
委
員
会
は
『
新
原
発

安
全
基
準
』
を
制
定
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
事
故
原
因
も

究
明
さ
れ
な
い
ま
ま
、
万
一

の
場
合
は
「
ベ
ン
ト
を
行

う
」
と
す
る
新
基
準
は
事
故

を
前
提
と
す
る
と
も
言
え
、

姶
良
火
山
カ
ル
デ
ラ
地
帯

を
控
え
る
川
内
原
発
に
つ

い
て
火
山
学
者
も
参
加
し

な
い
ま
ま
審
査
合
格
と
し

て
い
て
、
信
頼
出
来
る
判
断

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
日
本
の

西
側
に
あ
る
九
州
で
原
発

事
故
が
起
き
た
場
合
、
偏
西

風
に
よ
る
放
射
能
汚
染
の

日
本
全
土
へ
の
拡
散
に
つ

い
て
も
心
配
さ
れ
ま
す
。

な
ぜ
住
民
説
明
会
を
軽
視

す
る
の
か
？

九
州
電
力
は
昨
年
鹿
児

島
県
内
五
ヶ
所
で
住
民
説

明
会
を
開
催
し
た
と
い
い

ま
す
が
、
Ｔ
Ｖ
中
継
を
見
る

と
質
問
は
よ
い
が
意
見
は

ダ
メ
、
一
人
一
問
の
み
と
い

う
非
常
識
な
司
会
進
行
が

な
さ
れ
、
疑
問
点
が
ほ
と
ん

ど
解
明
出
来
ず
、
不
満
の
み

が
残
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
形
で
日
本
の
原
発
が
再

稼
働
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ

こ
そ
国
民
の
生
命
と
財
産

が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。

放
射
能
の
ご
み
を
こ
れ
以

上
増
や
す
な
！

こ
れ
ま
で
日
本
の
国
土

に
蓄
積
さ
れ
た
使
用
済
み

核
燃
料
は
約
一
万
七
〇
〇

〇
㌧
と
言
わ
れ
ま
す
。
膨
大

な
量
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
で
す
。
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
を
取
り
出
す
「
再
処
理
」

は
放
射
能
を
減
ら
す
こ
と

に
は
な
ら
ず
、
さ
ら
に
危
険

な
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃

液
」
を
蓄
積
さ
せ
、
ト
リ
チ

ウ
ム
と
い
う
人
体
へ
有
害

な
放
射
性
物
質
を
海
や
山

に
大
量
に
排
出
し
ま
す
。

放
射
能
は
、
唯
一
、
「
時

間
経
過
」
に
よ
っ
て
の
み
減

衰
し
ま
す
。
臨
界
に
達
し
高

温
を
発
し
て
い
た
核
燃
料

も
停
止
に
よ
り
、
発
熱
や
放

射
能
が
下
が
り
始
め
ま
す
。

日
本
の
膨
大
な
使
用
済

み
核
燃
料
が
完
全
に
安
全

に
な
る
の
は
数
十
万
年
も

先
で
す
。
し
か
し
「
稼
働
ゼ

ロ
」
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と

も
半
減
期
の
短
い
も
の
か

ら
安
全
へ
向
か
い
始
め
ま

し
た
。
何
故
、
今
動
か
そ
う

と
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

各党投票割合（比例全国集計）

棄権者４７.3％

自民党 17.4

民主党 9.7

生活の党 1.0%

公明党 7.2

維新の会 8.3%

共産党 6.0%

社民党 1.3%

「絶対得票率」： 選挙時点の

全有権者数 １億０１２９万９９９４人（分母）

総人口１億２７０７万人
（総務省統計局推定値）

安倍総理の不意打ち解散総選挙。

原発の争点はずし。 国民の意見は反映されていない。
◇選挙直前の世論調査では 「再稼働に賛成が２８％、

反対が５６％」（朝日新聞）

◇「福島事故汚染水は管理されている」と国際社会にむけ発信

した安倍晋三総理の言葉は、福島事故原発から未だに漏出す

る放射能液によって否定された。

◇「コンパクトであるが、巨大なエネルギー」と言われた「原子力」。

使用済み核燃料になっても、少量でも膨大な放射能と崩壊熱を出し

続ける。これ以上放射能のゴミを発生させてはならない。

◇溜まってしまった使用済み核燃料は、人の目の届くところで、

密閉し冷却し、放射線が減衰するのを待つしかない。

次世代の党 1.4%

空母の除染作業

◇
サ
ン
チ
ャ
ゴ
米
連
邦
地

裁
は
、
却
下
を
主
張
す
る
東

京
電
力
の
主
張
を
退
け
、
二

〇
〇
名
を
超
え
る
若
い
海

軍
兵
士
達
の
集
団
訴
訟
を

継
続
し
進
め
る
判
決
を
下

し
ま
し
た
。

◇
ト
モ
ダ
チ
作
戦
従
事
の

兵
士
達
の
訴
え
に
は
、
白
血

病
、
潰
瘍
、
胆
嚢
摘
出
、
悪

性
脳
腫
瘍
、
精
巣
ガ
ン
、
器

質
性
子
宮
出
血
、
甲
状
腺
疾

患
、
胃
の
疾
患
な
ど
若
年

成
人
に
は
見
ら
れ
な
い

多
数
の
症
状
が
ふ
く
ま

れ
て
い
ま
す
。

◇
『
も
う
一
つ
の
福
島
原

発
被
害
』
の
深
刻
な
実
態

を
日
本
人
も
知
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
だ
け

の
多
数
被
害
の
実
態
か

ら
航
空
母
艦
は
じ
め
艦

船
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
、
そ

し
て
自
衛
隊
艦
船
、
米
軍

基
地
作
業
員
な
ど
に
も
、

ヒ
バ
ク
シ
ャ
が
出
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

◇
東
京
電
力
他
四
社
に

関
す
る
損
害
賠
償
裁
判

を
日
本
か
ら
も
注
視
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

訂
正
記
事

前
号
裏
面
「
放
射
能
問
題
市
民
交
流
会
」
記

事
の
二
段
目
「
２
０
０
ナ
ノ
の
粒
子
は
バ
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
で
十

一
％
～
八
五
％
の
集
じ
ん
率
」
と
あ
り
ま
す
が
『
初
期
集
じ
ん

率
』
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

非
有
権
者
２
３
１
１
万
人

東
日
本
大
震
災
救
援
の
『
ト
モ
ダ
チ
作
戦
』
に
従
事

し
た
ア
メ
リ
カ
軍
兵
士
が
被
曝
し
、
事
故
を
起
こ
し
た

東
京
電
力
を
訴
え
る
裁
判
を
行
っ
て
い
ま
す
。

『
原
子
力
空
母
の
横
須
賀
母
港
問
題
を
考
え
る
会
』
が

代
表
二
人
を
現
地
サ
ン
チ
ャ
ゴ
に
派
遣
し
、
実
情
を
調

査
し
、
そ
の
報
告
会
が
十
二
月
七
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
呉
東
正
彦
弁
護
士
の
報
告
が
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
さ

れ
て
い
ま
す
。
要
点
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

同
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：

h
ttp

://
cv

n.j
pn.

o
rg
/

諸派 0.4%


